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春
季
大
祭 
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
フ
ァ
ル
タ
ス
ご

機
嫌
如
何
で
し
ょ
う
か 

昨
日
の
夜
半
ま
で
は
生
憎
の
天

候
で
し
た
が
、
今
朝
は
好
天
に
恵

ま
れ
て
大
勢
の
参
拝
を
頂
き
、
皆

様
と
共
に
令
和
五
年
春
の
大
本
名

古
屋
分
苑
春
季
大
祭
な
ら
び
祖
霊

合
同
慰
霊
祭
を
盛
大
に
執
り
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
四
年
度
の
教
主
様
ご
親
教

は
十
月
十
六
日
の
三
河
本
苑
記
念

祭
典
が
最
終
で
、
令
和
五
年
度
初

め
て
の
ご
親
教
が
先
月
三
月
二
十

六
日
の
静
岡
分
苑
記
念
祭
典
で
東

海
教
区
に
は
何
か
と
良
い
方
に
流

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

静
岡
で
は
、
土
日
、
二
日
間
雨

に
降
ら
れ
、
富
士
山
は
教
主
様
の

お
姿
に
恥
ず
か
し
い
の
か
、
勇
壮

な
姿
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

四
月
に
入
っ
て
か
ら
気
温
が
上

昇
し
て
全
国
各
地
の
桜
の
名
所
で

も
予
想
開
花
よ
り
早
く
咲
き
ほ
こ

り
、
亀
岡
で
の
四
月
九
日
の
観
桜

お
茶
会
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
天
恩
郷
の
こ
の
花
桜
も
大
部

分
が
散
り
若
葉
が
顔
を
だ
し
て
い

ま
し
た
。
教
主
様
は
岡
山
本
苑
に

ご
親
教
で
お
姿
を
拝
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
中
東
和
平
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
亀
岡
来
日
者
発
表

会
が
ガ
レ
リ
オ
亀
岡
で
あ
り
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

若
い
子
が
四
月
八
日
か
ら
四
月
十

七
日
ま
で
全
国
を
回
っ
て
お
ら
れ

ま
す
、
特
に
日
本
へ
来
た
時
に
は

お
互
い
が
仲
良
く
し
て
意
見
を
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
本
国
に
帰

ら
れ
た
ら
政
治
家
に
よ
り
紛
争
が

起
き
て
い
ま
す
。 

日
本
と
い
う
国
に
生
ま
れ
育
っ

て
良
か
っ
た
な
と
ま
た
災
害
が
発

生
し
て
も
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ

ら
れ
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
何

よ
り
も
、
暴
動
と
い
う
残
酷
な
騒

動
が
な
い
こ
と
で
す
。 

聖
師
様
の
玉
鑑
の
中
か
ら
一
説

八
十
平
甕
に
つ
い
て
俗
に
カ
ワ
ラ

ケ
ま
た
は
、
オ
ヒ
ラ
と
い
う
八
十

平
甕
は
、
素
戔
嗚
尊
様
が
信
州
の

皆
神
山
の
土
に
よ
っ
て
創
製
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
今
な
お
神
様
に
素

焼
き
を
用
う
る
の
は
こ
の
な
が
れ

を
く
む
も
の
で
あ
る
。 

八
十
平
甕
を
素
焼
き
と
い
う
の
は

素
戔
嗚
尊
様
の
素
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
素
と
は
モ
ト
と
い
う
事
で

あ
る
、
人
間
の
素
性
、
素
直
、
素

顔
、
す
っ
ぱ
抜
く
、
素
町
人
、
素

っ
裸
の
は
じ
め
に
素
の
つ
く
の
は
、

皆
こ
れ
に
も
と
づ
く
の
で
あ
る
。 

と
お
示
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

直
会
後
、
十
三
時
よ
り
十
六
時

ま
で
全
国
主
会
長
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
長
野
主

会
長
池
田
様
・
三
重
主
会
長
日
野

様
・
私
と
で
名
古
屋
分
苑
に
て
三

名
で
参
加
を
い
た
し
ま
す
。 

今
後
、
全
国
主
会
長
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
が
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
る
の
か
を
本
部
へ
質
問
し
て
い

ま
す
の
で
結
果
は
秋
の
大
祭
に
は

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

本
日
の
春
季
大
祭
と
祖
霊
合
同

慰
霊
祭
に
ご
参
拝
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

 

四
月
一
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
四
名 

 

斎
主 

 

青
山 

 

将
士 

祭
員 

 

小
林 

 

清
人 

祭
員 

 

影
近 

 

博
己 

 

進
行 

 

天
野 

 

芳
幸 

●
春
季
大
祭
・
祖
霊
合
同
慰
霊
祭

四
月
十
六
日
（
日
）
に
畠
山
茂

執
行
委
員
長
、
川
地
貴
子
副
執

行
委
員
長
、
大
神
様
斎
主
・
高

嶋
善
雄
分
苑
長
、
慰
霊
祭
斎

主
・
石
原
松
生
特
任
宣
伝
使
の

も
と
、
厳
粛
に
執
行
さ
れ
、
祭

典
後
に
は
八
雲
琴
「
須
賀
川
」

が
奉
納
さ
れ
た
。 

引
き
続
き
、
五
十
川

松
子
さ
ん
の
「
一
寸

良
い
話
」
を
聴
講
後
、

直
心
会
の
ご
奉
仕
に

よ
る
直
会
を
い
た
だ

い
た
。 

参
拝
者 

七
十
名 

（
大
祭
関
係
者
含
む
） 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

や
そ 

ひ
ら
か 

や
そ 

ひ
ら
か 

や
そ 

ひ
ら
か 

す
ち
ょ
う
に
ん 
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「
大
祭
後
に
発
表
さ
れ
た
一
寸
良
い
話
」 
☆
誠
心
カ
フ
ェ
開
催 

 
誠
心
会
は
大
祭
直
会
終
了
後
に

一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
誠
心
カ

フ
ェ
と
称
し
て
珈
琲
の
接
待
を
行

っ
た
。
天
野
芳
幸
、
伊
藤
久
仁
男
、

中
村
幸
夫
、
鈴
木
克
彦
四
名
の
マ

ス
タ
ー
が
エ
プ
ロ
ン
姿
で
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
抽
出
し
た

本
格
的
な
珈
琲
と
お
菓
子
を
参
拝

者
に
振
る
舞
っ
た
。
好
評
で
次
回

も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
多

く
聞
か
れ
た
。 

 

畠
山
茂
報
告

☆
大
祭
前
日
は
十
時
か
ら
直
心

会
・
準
備
委
員
に
よ
り
、
分
苑
内

の
清
掃
・
祭
典
準
備
が
行
わ
れ
た 

●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

令
和
五
年
度
、
初
回
の
草
引
き

献
労
を
四
月
二
日
の
日
曜
日
、
午

前
中
に
行
い
ま
し
た
。 

 

葦
の
葉
よ
り
雑
草
が
一
面
に
生

い
茂
り
草
の
絨
毯
の
よ
う
で
し
た
。 

参
加
者
は
、
妹
尾
さ
ん
・
日
比
さ

ん
・
中
村
さ
ん
・
小
林
さ
ん
・
菱

川
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
・
畠
山
さ

ん
・
高
嶋
夫
婦
の
九
人
で
春
の
陽

光
を
受
け
作
業
を
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
も
温
泉
に
行
く
予
定
で
し

た
が
、
地
域
の
活
動
や
分
苑
用
の

松
の
採
取
の
予
定
が
あ
り
、
恒
例

行
事
は
無
し
と
な
り
現
地
解
散
と

な
り
ま
し
た
。 高

嶋
分
苑
長 

報
告 

行
事
予
定 

五
月
二
十
一
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

六
月
三
日
（
土
） 

 

月
始
祭
・
企
業
繁
栄
祈
願
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

忍
び
草 

神
ノ
倉
分
所 

 

坂
田 

貴
子 

毘
女 

 
 
 
 
 
 

享
年 

八
十
一
歳 

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

 

私
は
３
年
前
に
乳
癌
ス
テ
ー
ジ
４

の
診
断
を
受
け
ま
し
た
。 

神
様
も
と
よ
り
皆
様
の
御
祈
願
を

頂
き
お
陰
に
て
私
に
と
っ
て
一
番
良

い
病
院
、
医
師
に
出
会
う
事
が
出
来

そ
し
て
治
療
、
闘
病
中
も
綾
部
聖
地

に
ほ
ぼ
毎
月
参
拝
さ
せ
て
頂
く
事
が

出
来
ま
し
た
。 

そ
の
時
、
当
時
綾
部
祭
祀
セ
ン
タ

ー
長
の
七
良
谷
大
吉
先
生
に
お
会
い

出
来
、
い
つ
も
の
様
に
「
元
気
で
変

わ
り
無
い
か
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。 

そ
の
問
い
か
け
に
、
姉
が
「
今 

妹
は
乳
癌
の
治
療
中
で
す
」
と
お
話

し
す
る
と
「
に
が
り
」
を
摂
り
な
さ

い
。
聖
師
様
が
人
間
の
身
体
の
中
に

は
、
小
さ
な
「
お
で
き
」
が
沢
山
有

っ
て
其
れ
が
悪
性
に
成
っ
た
の
が
癌

に
成
る
の
だ
。
其
れ
に
は
「
に
が
り
」

を
摂
る
の
が
一
番
良
い
と
お
示
し
頂

い
て
い
ま
す
。
と
お
話
し
下
さ
い
ま

し
た
。
お
陰
を
頂
か
れ
た
方
の
話
も

伺
い
ま
し
た
。
早
速
実
行
し
て
み
ま

し
た
。 

「
に
が
り
」
と
聞
く
と
、
塩
分
と

思
わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
が
、
成
分

は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
で
す
。
女
性
は
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

便
秘
薬
に
必
ず
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
等
で
検
索
す
る
と
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
は
じ
め
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
亜

鉛
等
８
０
種
類
以
上
の
様
々
な
ミ
ネ

ラ
ル
分
が
含
ま
れ
、
健
康
や
美
容
に

良
い
と
出
て
き
ま
す
。
使
い
方
と
し

て
は
ご
飯
を
炊
く
時
、
煮
物
を
す
る

時
又
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
飲
み
水

を
飲
む
時
に
混
ぜ
て
使
っ
て
下
さ
い
。 

「
に
が
り
」
は
ス
パ
ー
等
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
液
体
の
も
の
で
す
。

お
米
に
混
ぜ
る
と
き
は
お
猪
口
一
杯

分
で
充
分
で
す
。
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー

等
飲
む
時
は
４
～
５
滴
程
度
で
充
分

で
す
。
聖
師
様
は
一
日
お
猪
口
一
杯

分
で
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

我
が
家
で
は
、
毎
日
「
お
松
の
お

茶
」
を
沸
か
し
て
飲
ん
で
い
ま
す
が
、

勿
論
入
れ
て
い
ま
す
。
私
も
お
陰
様

で
経
過
は
順
調
で
す
。
お
勧
め
し
た

方
の
中
に
は
、
口
内
炎
が
直
っ
た
、

便
秘
が
改
善
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

是
非
、
聖
師
様
の
お
示
し
を
実
行

し
て
、
少
し
で
も
皆
様
の
健
康
に
役

立
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

発
表
者 

さ
わ
や
か
支
部 

 

五
十
川
松
子 


